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避難訓練計画

	月
	日
	災害種別
	訓練項目
	訓練内容
	訓練の内容と主なねらい

	４月
	○日
	図上・震災

・火災訓練
	避難・消火

・図上
	消火・通報・避難について各クラスで話し合う
	（子ども）火災や地震が起きた時にどうしたらいいか、話し合いながら理解する。
（職員）災害発生時の避難態勢および経路について確認する。

	５月
	○日
	震災訓練
	避難・消火

・通報
	10:00地震発生。防災頭巾を使い避難訓練
	防災頭巾の正しい使い方を知る。先生の指示をよく聞いて、静かに避難の練習に参加する。警報の音の意味を理解する。

	６月
	○日
	火災訓練
	避難・消火
・通報
	10:05調理室より出火。消防署による誘導
	非常用滑り台を使う時の約束を守り、実際に滑り台を滑って避難の練習をする。（事前に滑り台についての学習を行う）

	７月
	○日
	震災訓練
	避難・消火
通報・応急処置
	9:30地震発生。防災頭巾を使い避難訓練
	朝の登園時間帯での、避難訓練を行う。

	８月
	○日
	火災訓練
	避難・消火
	16:10職員室より出火。消火・通報・避難（夏期保育中）
	特例保育時間帯での避難訓練を行う。午前中の訓練時と違う点が多いが、あわてず、迅速に行う。

	９月
	○日
	震災訓練
総合訓練
	避難・消火
	広域避難訓練
（△△小に避難）
保護者に引き渡し訓練
	（子ども）大きな地震の時にはどうすればいいか、一人ひとり考えた上で、広域避難訓練に参加する。

（職員）大震災時に対する避難の方法を熟知した上で広域避難訓練に参加する。引き渡しでは、どこが問題点になるかを考えながら行い、安全・確実に引き渡し訓練を行う。

	10月
	○日
	火災訓練
	避難・消火
通報・応急処置
	14:40調理室より出火。消火・通報のほか、非常用滑り台で避難訓練
	午睡中、あるいは着替えをしている時間帯での避難訓練を行う。あわてない、さわがない、などの約束を事前・事後に確認する。

	11月
	○日
	震災訓練
	避難・消火
	10:30地震発生。防災頭巾を使い避難訓練
	午前中の保育の時間帯での避難訓練を行う。

	12月
	○日
	火災訓練
	避難・消火
	15:00駐車場の乗用車より出火。（非常用滑り台使用）
	午後のおやつの時間帯での避難訓練を行う。

	１月
	○日
	震災訓練
	避難・消火
	10:00地震発生。防災頭巾を使い避難訓練
	大規模な地震が発生したことを想定し、素早く、落ち着いて避難を行う。

	２月
	○日
	火災訓練
	避難・消火
通報・応急処置
	午前中（抜き打ち）調理室より出火
	不意の火災に対しあわてず、素早く避難の訓練を行う。

	３月
	○日
	震災訓練
	避難・消火
	（抜き打ち）地震発生
	不意の地震、およびそれにともなう火災に対して避難を迅速に行う。


《その他》

※消防署による消火器訓練、救急法講習会、消防車見学、（地震体験車）等を消防署と相談の上で行います。
※不審者が園内に進入した、という想定での避難訓練を、時期を見計らって行います。
※訓練開始の時刻は、園内の状況により、多少前後することがあります。
















































































































































